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流域治水プロジェクト取組概要資料について

 流域治水プロジェクトに登録した取組の中から、代表的な取り組みについて、実施箇所や実施状況等を取
りまとめたものです。

 取組概要資料は、「流域治水」の取り組みを分類した３つの対策ごとに、作成しました。
 各取組の分類毎にタイトルの色を赤色、黄色、緑色、水色で分けています。

被害対象を減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

「雨水を貯める」、「洪水を流す」及び「氾濫水を減らす」対策を実施し、洪水を安全に流し、氾濫を発生しにく
くするための取組です。

「災害リスクがより低い区域への誘導・住まい方の工夫」、「浸水範囲の限定」に係る対策を実施し、浸水の拡
大を防ぎ、被害を最小化するための取組です。

「避難」や「経済被害軽減」の対策を実施し、避難に係る情報の充実、経済被害の最小化、被災後しても早期
に復旧・復興するための取組です。

タイトルの色分け（流域治水の３つの対策） ※右上のロゴは取組の実施機関を表す

流域治水への住民参加の取組

流域治水の取組に対する住民参加の事例や、流域治水に関する周知や広報に関する取組です。

タイトルの色分け（その他の対策） ※右上のロゴは取組の実施機関を表す
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防災情報伝達システムの運用開始

 新たに構築した防災情報伝達システムの運用を開始。スマートフォン向けの瀬戸内市防災アプ
リによる情報伝達や、希望される方には戸別受信装置を貸与。

瀬戸内市
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・実施期間 令和4年度～

【防災アプリと戸別受信装置】 【広報用チラシ（高齢者向け）】



農業用ため池の低水管理及び事前放流の取組

 大雨時の流出量を抑制するため、農業用ため池の洪水吐けより下に排水樋門を設置し、大雨時
に常に一定量の排水をすることで雨水貯留能力を高め、下流域の浸水被害リスクを低減。

取組の経緯 取組内容

○ 大規模住宅団地の下にある岩田大池は、農業用防災重点
ため池であるが、大雨時には越流堰を超え、下流の住居地
域にたびたび浸水被害を及ぼしている。

○ 関係地区との調整により、既に低水管理を行っているが、
洪水吐けから下に排水樋門がないため、雨水を貯留させ
ながら一定量の雨水を排水することができない。

○洪水吐けを超えると下流地域が浸水するリスクが高まるため、できる
だけ超えないようにする取り組みとして、大雨時に一定量の雨水を排
水することで、水位上昇を抑制し、浸水リスクの軽減を図る。

○ 洪水吐けから下に２門の排水樋門を設置し、かんがい期には上段樋門
を開け、大雨時にはそこから一定量の雨水を排水し、水位上昇を抑制
し、雨水貯留能力を高める。また台風シーズンなどの非かんがい期に
おいて、大雨が予想される場合には、受益者と協議を行い、下段樋門
を開け事前放流を行うことにより、雨水貯留能力を高める。

赤磐市
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浸水状況（Ｈ３０）

取り組み箇所

計画図面



水防災に関する説明会、出前講座など講習会の開催
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 防災意識の更なる啓発と気象知識の更なる習得を目的に、水防災に関する説明や出前講座を
活用した講習会を開催。

 高校生及び高校の教職員を対象として、異常気象を引き起こす風水害や地震など、災害につい
ての正しい知識と地域防災の在り方について説明。

 小学生及び小学校の教員を対象として、気象台の業務の紹介やペットボトル竜巻を用いた実験
等を実施。

岡山地方気象台
Okayama Local Meteorological Office

【実施内容】
・岡山県立津山工業高等学校（255名：生徒及び教職員）へのリモート講演
・岡山県立倉敷鷲羽高等学校（276名：生徒1・2年生と教職員）へのリモート講演
・岡山市立鹿田小学校（１７０名：小学3年生（5クラス）と教員）への講演 等
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